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背景

•濃厚接触者の追跡・特定調査はすべて⼈⼿
で⾏われており、保健所では多⼤な負担と
なっている
•患者の⾏動データは構造化されていない
（⾃由記述）

• 「３つの密」「５つの場⾯」などが提⾔さ
れているが、そもそも⾏動や空間ごとにど
のような感染リスクがあるかという知識は
整理されていない
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CIRO: COVID-19感染リスクオントロジー
• Event OntologyやSEMなどの既存のイベント中⼼の

スキーマパターンを参考にして拡張

間接接触⾏動 ⾶沫到達⾏動

密集 密閉 密接

空間リスク ⾏動リスク

場所

⾏動

状況

イベント

時間

⼈物

リスクコンテキスト

コンテキスト

3



スキーマ詳細図︓推論例

AさんがBさん,Cさんとある時間帯にレストランAで⾷事した
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検索例︓３つの密
３つの密の指標を使って検索可能
•密接（⾼密接，中密接）
•密集（⾼密集，中密集）
•密閉（⾼密閉，中密閉）

⾼密接イベントに該当する⼈物を検索するクエリ 結果（⼀部）

推論

追跡調査対象者の絞り込み，優先順位づけを⽀援
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Web: https://www.plod.info/

GitHub: https://github.com/PLOD-info/PLOD/

協⼒者募集中︕

E-mail : plod_info@googlegroups.com

Web: https://pursuit.hack.kitami-it.ac.jp/covid19/

Zenodo: https://doi.org/10.5281/zenodo.6482275
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